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トピ ツ
ク
ス

　
　

盛
岡
地
区 　

　

( 一社 )
岩
手
県
産
業
会
館

　

( 一社 )
岩
手
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会

　

㈶
岩
手
教
育
会
館

　

（社医）
盛
岡
繋
温
泉
病
院

　

（社医）
赤
坂
病
院

　

山
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

ツ
カ
サ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

　

テ
ク
ノ
㈱

　

( 一社 )
岩
手
県
医
師
会

　

( 一社 )
岩
手
西
北
医
師
会

　

( 一社 )
岩
手
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

　

河
北
印
刷
㈱

　

㈱
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
岩
手

　

㈱
岩
手
県
北
観
光

　

㈱
吉
田
印
刷

　

㈱
高
光
建
設

　

㈱
寿
広

　

岩
手
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

　

岩
手
県
教
職
員
組
合

　

岩
手
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　

岩
手
県
農
業
信
用
基
金
協
会

　

岩
手
弁
護
士
会

　

公
立
学
校
共
済
盛
岡
宿
泊
所

　私たちも「豊かな
社会福祉の実現」に
貢献します

私たちは社会福祉の発展
を願い、福祉の活動に協
賛する企業です。明日の
福祉を見つめ、地域社会
に貢献します。

災
害
時
の
情
報
共
有
を
図
る

　

障
が
い
福
祉
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
の

沿
岸
北
部
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宮
古

圏
域
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連

絡
会
（
山
崎
実
会
長
・
社
会
福
祉
法
人

若
竹
会
）
等
と
連
携
し
、
東
日
本
大
震

災
の
経
験
と
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
災
害

時
に
お
け
る
事
業
所
間
の
相
互
協
力
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
年
７
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
対
象
は
22
事
業
所
、
回
答
は
17

　

事
業
者
連
絡
会
で
は
こ
う
し
た
教
訓

か
ら
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
パ
ケ
ッ
ト

通
信
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利

用
し
た
通
信
手
段
（
Ｇ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
）
の

運
用
を
模
索
し
て
お
り
、
現
在
、
各
事

業
所
の
意
見
を
集
約
し
て
い
ま
す
。

　

当
面
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
災
害

時
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
情
報
を
各
事
業
所
が
共

有
し
、
ニ
ー
ズ
等
に
対
応
す
る
た
め
、
お

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
連
絡
会
の
山
崎
会
長
は｢

東

日
本
大
震
災
時
は
事
業
所
の
情
報
が
伝

わ
ら
ず
、
共
助
の
面
に
課
題
が
残
り
ま

し
た
。
普
段
か
ら
事
業
所
同
士
は
顔
な

じ
み
の
関
係
で
、
協
力
体
制
は
整
っ
て

い
ま
す
。
一
歩
踏
み
込
ん
で
災
害
時
の

相
互
協
力
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す｣

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
の
盛
合
一
男
事

務
局
長
は｢

同
じ
事
業
者
同
士
が
情
報

を
共
有
し
、
助
け
合
う
仕
組
み
が
整
え

ば
、
施
設
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

住
民
の
支
援
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
い

ず
れ
は
運
用
上
の
訓
練
も
実
施
す
る
と

と
も
に
、
勉
強
会
等
を
通
じ
て
、
事
業

者
間
の
連
携
や
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取

組
み
は
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す｣

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
勉
強
会
や
研
修
会
を
通
し

て
、
通
信
機
器
の
選
択
、
ア
ド
レ
ス
の

取
得
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
設
定
、
テ

ス
ト
通
信
な
ど
を
行
い
、
訓
練
に
つ
い

て
は
次
回
の
事
業
者
連
絡
会
で
協
議
す

る
予
定
で
す
。

事
業
所
）
で
は
▽
物
資
の
供
給
や
人
員

派
遣
▽
避
難
所
と
し
て
の
受
け
入
れ
▽

備
蓄
品
の
状
況
▽
災
害
時
に
有
効
な
通

信
手
段
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
調
査

し
、
回
答
の
あ
っ
た
全
て
の
事
業
所
が

災
害
発
生
時
の
相
互
協
力
に
つ
い
て
賛

同
の
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
通
信
手
段
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
衛
星
電
話
や
そ
の
他
緊
急
時
の

通
信
機
器
を
保
有
す
る
事
業
所
は
少
な

く
、
初
動
時
に
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

る
た
め
に
も
、
有
効
な
通
信
手
段
の
確

保
と
連
絡
体
制
の
構
築
が
必

要
で
す
。
事
業
者
連
絡
会
で

は
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し

な
が
ら
協
議
を
重
ね
て
い
ま

す
。

通
信
手
段
の
確
保
と

連
絡
体
制

　

東
日
本
大
震
災
で
は
固
定

電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
携
帯
電
話

や
携
帯
メ
ー
ル
な
ど
が
不
通

と
な
り
、
安
否
確
認
や
安
全

確
保
な
ど
に
必
要
な
情
報
共

有
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
大
規
模
災
害
時
に
も
有

効
な
複
数
の
情
報
伝
達
手
段

の
確
保
が
重
要
課
題
と
な
り

ま
し
た
。

宮
古
圏
域
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
会

相
互
協
力
で
災
害
に
備
え
る

下段右から順に盛合一男事務局長（レインボーネット）、山崎実事業者連絡
会会長、上段右から順に事業者連絡会委員の深野宏さん（救護施設松山荘副
主幹）、同委員の山本一英さん（わかたけ学園主任サービス管理責任者）、小
原一夫コーディネーター（沿岸北部障がい福祉復興支援サブセンター）
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公
立
学
校
共
済
組
合
岩
手
支
部

　

( 社医 )
啓
愛
会　

孝
仁
病
院

　

盛
岡
リ
フ
ホ
テ
ル

　

盛
岡
水
産
㈱

　

盛
岡
青
果
商
業
協
同
組
合

　

杜
陵
信
用
組
合

　

東
野
建
設
工
業
㈱

　

㈱
東
光
舎
岩
手
工
場

　

介
護
老
人
保
健
施
設
カ
ル
モ
ナ

　

㈱
志
百
家

　

岩
手
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　

㈱
う
ち
む
ら
家
具

　

㈱
モ
リ
レ
イ

　

㈱
薬
王
堂

　

岩
手
繊
維
㈱

　

㈱
戸
澤
建
設

　

㈱
北
舘
製
麺

　

い
わ
て
生
活
協
同
組
合

　

( 社医 )
松
誠
会　

滝
沢
中
央
病
院

　

み
ち
の
く
キ
ャ
ン
テ
ィ
ー
ン
㈱

　
　

岩
手
中
部
地
区

　

リ
コ
ー
工
学
㈱

　

㈱
伊
藤
組

　

㈱
岩
手
テ
ク
ノ

　

千
田
工
業
㈱

　

㈱
湯
田
牛
乳
公
社

　
　

胆
江
地
区

　

( 社医 )
創
生
会
胆
江
病
院

　

( 一社 )
奥
州
市
医
師
会

懇談会には弓信幸岩手労働局長、船谷忠之職業安
定部長、根子忠美県保健福祉部長、松田修一郎介
護労働安定センター岩手支部長らが県社協を訪
問。関口知男経営協会長、藤本達也保育協会長、
古内保之県社協専務理事、畠山泰彦県福祉人材セ
ンター所長が対応しました

関口経営協会長に｢要望書｣を手渡
す弓労働局長

藤本保育協会長に｢要望書｣を手
渡す弓労働局長

県社協・社会福祉法人経営者協議会
「雇用環境改善の推進に関する要請書」の主な内容

県社協・保育協議会

介
護・保
育
業
界
の
人
材
不
足

　

岩
手
労
働
局
と
県
社
協
・
経
営
協
・

保
育
協
と
の｢

雇
用
管
理
改
善
の
推
進

に
関
す
る
懇
談
会｣
（
９
月
11
日
、
ふ

れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
）
は
、
人
材
が
不

足
し
て
い
る
介
護
・
保
育
業
界
に
対
し

て｢

雇
用
管
理
改
善
の
要
請｣
と｢
現

状
と
課
題
に
関
す
る
懇
談｣

を
目
的
に

開
か
れ
た
も
の
で
、
岩
手
労
働
局
の
弓

信
幸
局
長
、船
谷
忠
之
職
業
安
定
部
長
、

岩
手
県
庁
の
根
子
忠
美
県
保
健
福
祉
部

長
ら
が
県
社
協
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

弓
労
働
局
長
は｢

岩
手
労
働
局
は
県

と
と
も
に
雇
用
管
理
改
善
及
び
非
正
規

雇
用
労
働
者
の
正
規
職
員
転
換
な
ど
の

促
進
に
つ
い
て
、
要
請
を
行
う
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
企
業
の
経
営
環
境
が
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
十

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
よ
り
一
層
、
誇
り

を
持
っ
て
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
に

ま
い
進
し
た
い｣

と
し
、
県
立
大
学
社

会
福
祉
学
部
に
通
信
制
が
あ
れ
ば
職
員

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
こ

と
や
、
子
育
て
職
員
の
た
め
に
施
設
内

に
保
育
ル
ー
ム
が
必
要
な
こ
と
な
ど
、

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
の
方
策
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。

　

藤
本
保
育
協
会
長
は｢

就
業
希
望
者

を
増
や
す
た
め
に
は
賃
金
体
系
の
改
善

の
ほ
か
、
休
暇
が
少
な
い
、
取
り
に
く

い
な
ど
、
勤
務
環
境
の
改
善
が
必
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
処
遇
改
善
や
勤
務

環
境
改
善
に
取
り
組
み
、
職
場
と
し
て

の
魅
力
を
高
め
て
い
き
た
い｣

と
話
し

ま
し
た
。

分
に
理
解
し
て
お
り
ま
す
が
、
若
者
の

入
職
を
促
し
、
人
材
確
保
を
図
る
た
め

に
は
、
国
や
県
の
対
策
だ
け
で
な
く
、
事

業
所
自
ら
も
『
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
』

に
向
け
た
雇
用
管
理
改
善
に
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
考
え
に
賛
同
を
い
た

だ
き
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す｣

と
挨
拶
。

　

関
口
経
営
協
会
長
と
藤
本
保
育
協
会

長
に｢

雇
用
管
理
改
善
の
推
進
に
関
す

る
要
請
書｣

を
手
渡
し
ま
し
た
。

職
場
の
魅
力
ア
ッ
プ

　

そ
の
後
の
懇
談
会
で
は
雇
用
管
理
に

係
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
。

弓
労
働
局
長
は｢

入
職
者
を
増
や
し
た

り
在
職
者
の
離
職
を
防
止
す
る
に
は『
職

場
の
魅
力
ア
ッ
プ
』
が
不
可
欠｣
と
話

し
ま
し
た
。

　

関
口
経
営
協
会
長
は｢

介
護
職
員
の

雇
用
環
境
や
施
設
環
境
が
変
わ
る
中
、

こ
れ
ま
で
の
３
Ｋ
イ
メ
ー
ジ
は
払
拭
さ

岩
手
労
働
局
と
の
雇
用
管
理
改
善
の
推
進
に
関
す
る
懇
談
会

人
材
確
保
と｢

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り｣

　介護職の本年７月の有効求人倍率
は 1.39 倍となるなど、全産業に比
べ高くなっており、今後、岩手労働
局・岩手県をあげて人材確保対策に
取り組んでまいりますが、若者の入
職を促し、人材確保を図るためには、
国や県の対策だけではなく、事業主
自らも、｢魅力ある職場づくり｣ に
向けた雇用管理改善に主体的に取り
組んでいくことが重要と考えており
ます。
　会員企業に対しましても、雇用管理
改善の重要性について周知啓発に努
めていただくようお願いいたします。

　保育職の本年７月の県内の有効求
人倍率は0.98 倍と全産業に比べて
いくらか低いものの、沿岸部につい
てみると1.79倍とかなり高くなって
おり、今後、岩手労働局・岩手県を
あげて人材確保に取り組んでまいり
ますが、若者の入職を促し、人材確
保を図るためには、国や県の対策だ
けではなく、事業主自らも、｢魅力あ
る職場づくり｣ に向けた雇用管理改
善に主体的に取り組んでいくことが
重要と考えております。会員企業に
対しましても、雇用管理改善の重要
性について周知啓発に努めていただ
くようお願いいたします。


